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Features

支持層

基礎ぐいの構造

施工概要図 先端部特性 施工特性

掘削面の形状により、
推進力が向上

先端翼部応力特性

一般的な
拡底型

PPG工法の
拡底型

拡底部の部材は鉛直力に対する応力に
強い構造です

一般的な翼付き
鋼管杭の掘削面

拡底型

PPGの
掘削面

一般工法の1Pピッチと比較して
1DWピッチでの施工が可能であり、

抜群の施工性

一般的な
先端翼部

PPG工法の
先端翼部

■PPG開発・実験（載荷試験・材料応力確認）

頭部載荷時

FEM解析

ゲージ装着状況 室内載荷試験状況

翼部材降伏時

回転方向に対して45°
推進力大

回転方向に対して90°

FEFFEFEM解M解M解M 析析

①くいの建て込み
くいを吊り込んで、く
い先端をくい芯にセ
ットし、振れ止め装置
で固定する。

②くいの回転貫入
くいに回転力及び圧
入力を与えて地盤中
に回転圧入させる。

③くいの接続
下くいを適切な位置
で止め、中くいあるい
は上くいを接続する。

④くいの施工完了
所定の深度まで回転
貫入させて打ち止め、
回転キャップを外して
施工を完了する。

大臣認定版 工法
Minister Authorized Version Plate Pile Great Method








